
明 治 年 集 落 名

３１
３２
３２・３３
３６
３７
３７～４１
３８
３８～４１
３９～４０
４０
４０～４１
４０～４２

北浦・中巽
吉備浦
日暮最下段２列
美の浦
西巽
美の上
糯ヶ鼻・吉備峠・明見谷
美の端
東巽・糯ヶ岡
糯ヶ岡頂上
頂上
西日暮

表１８ 社宅建築年 別子銅山記念館所蔵資料より作成

写真１４０ 中和寮（昭和２５年）田中昌一氏提供

写真１４１ 中和寮

図３６ 職員住宅平面図 宮本直俊氏からの聞き取り調査により作成

写真１４２ 養成寮（昭和２５年頃）別子銅山記念館提供

図３７ 従業員住宅平面図 後藤美廣氏からの聞き取り調査により作成 写真１４３ 有信寮（昭和２５年頃）別子銅山記念館提供
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図３８ 四阪島の人口及び戸数推移

図３９ 四阪島における労功者数の推移及び内訳（大正期）
別子銅山記念館所蔵データより作成

図４０ 四阪島における労功者別賃金推移（大正期）
別子銅山記念館所蔵データより作成

別子銅山産業遺産の残存状況について

―７４―



公民館・保育園

図３０－２３地点に，公民館・保育園が残っている（写真

１４４・１４５）．ここには，美の上倶楽部もあった．宮窪町

立保育園は，昭和２６年４月に開設された（写真１４６）．昼

間は保育園として使用され，夜は剣道場になるなど，併

用されることもあった１７８）．保育園の閉園は，小・中学校

と同じ昭和５２年３月である１７９）．この町立保育園ができる

以前については，大正元年９月，婦人労働者のための小

児預所が開設された記録があり，これが保育園の始まり

と考えられる．大正元年から９年までは，図３９のとおり

四阪島で働く女性の従業員数も多く，合計すると２００人

前後存在した．子ども連れで現場へ行くと危険なため，

大正元年から１０年まで，昼夜を問わず小児預所が子ども

を預かっており，その預所は，家ノ島の分析室の北側に

存在した１８０）．大正１０年で閉所したのは，四阪製錬所大改

革のリストラにより，女性の従業員がほとんどいなくな

ったためである．

小学校・中学校

図３０－２４地点に小学校，図３０－２５地点に中学校が残っ

ている．現在，小学校は，元理科室の屋根が一部崩れて

はいるものの，ほとんど明治４１年に建設された当時のま

ま残っている（写真１４７・１４８・１４９）．小学校の校舎は，

上から見ると珍しいコの字型になっている（写真１５０）．

昭和２２年に設立された中学校は，門ははっきりとわかる

ものの，敷地内は草木がおおい茂っているため，校舎の

全景ははっきりとは確認できない（写真１５１）．学校は，

明治時代から増築を繰り返し，昭和５２年には，図４１のよ

うな配置になっていた（写真１５２）．現在，学校には私立

の時代に購入した標本や机，イス，昭和１２年に寄贈され

た二宮金次郎の銅像などが残っている（写真１５３・１５４）．

この小学校が完成する前は，明治時代に明神島に学校

が建設されていた．しかし，計画変更となり，結局その

学校はほとんど使われることなく撤去されたが，現在も

学校跡に基礎が残っている１８１）．この美濃島の小学校が開

設されたのは，明治３４年２月２９日（写真１５５）．明治時代

には，４学年以上の生徒で明神島に兎狩りに行き，８０頭

を捕まえる等のエピソードもある１８２）．その明神島の小中

学生も，ここの学校へ毎日船で通っていた１８３）．四阪で働

く社員数の増減は，生徒数の増減にも影響している（図

４２）．生徒数が最も多いのは，大正９年の１，０１２人である

が，その後大正１２年までのわずか３年間で，生徒数が

４００人も減少している．これは，この年に製錬所操業改

革が行われ，約１，０００人の従業員が解雇されたためであ

る１８４）．

四阪島の学校名の変遷は，表２０のとおり．昭和２１年以

職 業 日 給（円）

四阪島労働者 ０．８６

養蚕（男） １．４８

養蚕（女） ０．８４

鉱夫 １．１６

大工職 １．８８

鍛冶職 ２．７３

石工職 ２．４０

印刷職工 １．３５

酒造稼人 １．３０

表１９ 賃金比較（大正７年）
愛媛県統計書データより作成

写真１４６ 保育園の様子 宮本直俊氏提供

写真１４４ 公民館・保育園

写真１４５ 公民館保育園（昭和末期）伏見愛夫氏提供（故山路住穂氏撮影）
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降戦後しばらくは，アメリカの影響により「井華四阪島

国民学校」と改称させられ，財閥名「住友」が使用でき

ない時期もあった１８５）が，記録としては残されていない．

四阪の学校は，会社経営だったので教師の給料もよ

く，昭和３０年代は新任でも月１８，０００円だった１８６）．当時，

公立学校の教師の給料は８，０００円だったので，倍以上で

あった１８７）．中学校の学級数が最も多かったのは，昭和３８

年，３９年で，９学級あった（写真１５６）．また，昭和３０年

代後半から次第に生徒数が減少しているのは，ISP や東

予工場への社員転出の影響である．昭和３０年代後半，銅

のコストが１トン５０万円から２５万円に暴落し，会社の建

て直しのためリストラなどがあった１８８）．学校も経営が難

しくなったため，昭和３６年４月１日，宮窪町へ移管され

公立学校となった１８９）．四阪島の学校の特徴を，当時の教

師は次のように語った．「教師の転勤がないので３

月，４月にソワソワ・バタバタすることがなく，終業式

までに次年度の計画が出来上がっており，大変落ち着い

ていた１９０）．」「浜に比べると，島の生徒はとても真面目で

あった印象が強く残っている１９１）．」

昭和４０年代の小学校は，１学年５０人くらいで２クラス

に分かれていた１９２）．閉校は，昭和５２年３月３１日であった

が，実際に四阪島の小中学生が新居浜に転校した時期

は，引越の関係もあって年度途中も多かった．

小・中学校の間にあった講堂は，昭和１２年１０月６日に

増築落成されたものであるが，現在もそのままの姿で残

っている（写真１５７）．

写真１４９ 小学校廊下

写真１５０ 小学校中運動場（昭和３３年）
Ｓ５７．８．２４朝日新聞掲載記事より転載（安藤喜多夫氏撮影）

写真１４７ 小学校校舎（南から望む）

写真１４８ 小学校中運動場 写真１５１ 中学校正門

別子銅山産業遺産の残存状況について
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図４１ 四阪島小・中学校平面図（昭和中期以降）伏見愛夫氏，関谷泰平氏，山中カヨ子氏からの聞き取り調査により作成

写真１５２ 中学校ブロック校舎（昭和３２年）「創立五十周年を迎えて」より転載 写真１５４ 二宮金次郎銅像

写真１５３ 小学校教室内 写真１５５ 小学校中運動場入口（明治４２年）別子銅山記念館提供
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給食センター・水族館跡

水族館は，「生徒がいつでも魚を見られるように」と，

学校創立５０周年記念事業で，小学校の正門を入ったとこ

ろに建てられた．建設資金は，会社・PTA・同窓会・学

校関係者・在島商店等から援助を受け集められた１９３）．昭

和３２年５月２０日に開館し，通称「魚の家」と呼ばれ親し

まれ，海の魚を飼育していたが，昭和４２年には廃止され

た１９４）（写真１５８・１５９）．昭和４２年１２月１日，水族館のあ

った場所に，給食センターが建てられ，完全給食が開始

した１９５）．現在残っている建物は，給食センターの建物で

ある．

グランド

図３０－２６地点に，グランドが残っている（写真１６０）．

この美の浦海岸の埋立グランドは，大正１３年に完成し

た１９６）．それ以前は，この埋立地に社宅が建てられていた

が，社宅は大正１２年に解体されている１９７）．

また，昭和１９年春には，古材を組み合わせたような数

棟のバラック小屋がここに建てられ，約１００人の受刑者

が島に来た．粗末な食事に蚕棚のベッド暮らしで，微粉

灰のふるい作業，雑務などに従事した１９８）．この時は，門

を３カ所に設置し，門番を置いて監視していた１９９）．

グランドでは，島民大運動会や小・中学校の運動会等

改称年月日 学 校 名

明治３４年２月２９日
３６年１１月３日
４１年４月１日

大正２年１月１２日
１０年２月２日

昭和１６年４月１日
１６年１２月１０日
２２年４月
２４年９月１日
３６年４月１日
５６年３月３１日

四阪島尋常小学校（四年制）開校
私立住友四阪島尋常高等小学校（四＋二年制）
私立住友四阪島尋常小学校（六年制）
私立住友四阪島尋常高等小学校（六＋二年生）
住友四阪島尋常高等小学校
住友四阪島国民学校
住友四阪島初等学校
別子学園四阪島小学校（六年制）・中学校（三年制）
財団法人別子学園
宮窪町立四阪島小学校・中学校
閉校

図４２ 四阪島学校の生徒数推移 佐原光蔵氏所蔵資料より作成

表２０ 四阪島学校名変遷 佐原光蔵氏所蔵資料より作成

写真１５８ 水族館 別子銅山記念館提供

写真１５６ 左：中学校 右：小学校
写真１５９ 水族館中の様子 別子銅山記念館提供

写真１５７ 講 堂

別子銅山産業遺産の残存状況について
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が開かれていた（写真１６１・１６２）．中学校の西側の図３０

－２７地点にも小さい運動場があったが，バスケットボー

ルができる程度の広さだった２００）．

グランドで開かれる島民運動会は，７つあった部落を

３つに分けて行っていた．とても賑やかなお祭りのよう

だった．中でも島一周マラソンが最大のイベントで，皆

真剣そのものだった．島では，他にすることもなかった

からか，陸上競技や球技が盛んに行われていた．２０１）

プール・測候所跡

図３０－２８地点に，プールが残っている（写真１６３）．昭

和４８年１０月，宮窪町が測候所跡に開設したが，わずか３

～４年しか使われなかった（写真１６４）２０２），最初は，「あ

んな所にプールやか作ってどうするんじゃろ．海へ行っ

たら世話ないのに．」という声もあったが，その後，防

火用水を兼ねているということで，皆納得するようにな

った２０３）．プールが建てられる前は，この場所に明治３６年

創立の測候所があったが，昭和２３年に閉鎖されている

（写真１６５）．

写真１６３ プール

写真１６０ グランド

写真１６４ プール落成（昭和４８年）別子銅山記念館提供

写真１６１ 島民運動会（昭和３年）田中昌一氏提供

写真１６２ 小学校運動会（昭和４２年）宮本直俊氏提供

写真１６５ 閉鎖直後の測候所（昭和２５年）田中昌一氏提供
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神社

図３０－２９地点に，大山積神社がある（写真１６６）．この

神社は，別子開坑２５０年の山神祭典の直前である，昭和

１６年４月に完成した．現在も，毎年１月と５月に宮司を

よんで，お祓いが続けられている２０４）．

住友が四阪島を買収する以前は，家の島西南に位置す

る図１４の小島に美保神社があった．製錬所を新居浜から

四阪島に移転する際に，美濃島の図３０－２５地点に神社が

移されたが，宮窪村信徒総代が宮窪村本社小野八幡神社

に合併を願い出て，明治４１年３月２４日に本社への遷霊が

行われた．よって，同年４月３０日大山積神社から分霊を

奉戴することとなった（写真１６７）．確かに，大正時代の

写真には，現在の中学校跡地の場所に，神社が写ってい

る．神社がこの中学校横から現在の位置に移されたの

は，昭和１６年である．別子開坑２５０年の慶事を記念して，

新社殿造営が昭和１５年１０月に起工，昭和１６年４月に完成

し，５月の山神祭典は空前の盛事となった．起工から完

成までの間は，全島民が敷地造成や，海岸から境内まで

の設備運搬に勤労奉仕した（写真１６８）．その後も毎年島

で行われていた５月の山神祭では，境内下で相撲大会等

も催されていた（写真１６９）．２０５）

現在，この大山積神社の裏には，前述の美保神社の石

碑がひっそりと残っていた（写真１７０）．また，図３０－３０

の本館横には，大山積神社分霊のほこらが残されている

（写真１７１）．まだ，銅製錬が行われていた当時，社員

は，安全祈願のため毎朝ここで一礼してから，本館へ出

勤していた２０６）．「住友が四阪に来る前は，魚が捕れるよ

写真１６８ 神社敷地造成にあたる島民（昭和１５年）田中昌一氏提供

写真１６９ 相撲大会 別子銅山記念館提供

写真１６６ 大山積神社

写真１６７ お宮（昭和１０年）田中昌一氏提供 写真１７０ 美保神社石碑
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うにと，元々はえびす神社が奉られていた．住友が四阪

に来た後は，この大山積神社の横に奉られていた２０７）」と

いう話も聞くことがあるが，えびす神社の詳細について

は，明らかにならなかった．

鼠島

四阪島の中で，最も小さい島である．この島は，干潮

になると南側に細長い尻尾のような陸があらわれる．そ

の様子は，美濃島から見るとまるで鼠のように見えるた

め，この名前が付いたのではないかと言われている２０８）．

製錬所建設当時，病死事故死した親類縁者不明の人々を

葬った無縁仏墓地が，島の北側に存在した（図４３）．ま

た，大正中期に火葬場と納骨堂が完成し使われていた

が，昭和４０年に宮窪町営の火葬場が勝浦療養所跡に新設

されてからは，鼠島で火葬が行われることはなくなっ

た２０９）．四阪島製錬所建設から，１００年が経とうとしてい

る現在も，殉職者供養は続けられている．

梶島

戦前は採石場であったこの島は，昭和２０年１１月２９日，

村上紋四郎より島の半分を買収し，住友の所有となっ

た．この頃，食糧事情が極度に悪化したため，社員が交

替で島を開墾した．すると，新鮮な野菜類が大量に収穫

できたため，明神島と同様に嘱託従業員として農耕従事

者５世帯と契約した．昭和２１年にその５世帯が島に入居

し，昭和２７年頃まで芋類，大根，トマト等を供給した

（図４４）．その後，食料事情の好転と孤島による孤独感

から昭和３２年には１世帯のみとなり，農耕継続の必要が

なくなったため，その１世帯も退島した．昭和３２年以

降，梶島にある立木，土木用石材を盗みに侵入する者が

あるため，監視を兼ねた新たな農耕従事者を２名おいた

が，昭和４９年退島し，遂に無人島となり現在に至る．２１０）

写真１７１ 大山積神社分霊ほこら

図４４ 梶島（昭和２２年頃）別子銅山記念館所蔵資料より作成

図４３ 鼠島 別子銅山記念館所蔵資料より作成
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明神島

この島は，家ノ島・美濃島・鼠島と同じく，明治２８年

に買収し住友の所有となった．明治末期の２，３年，島

は住宅地として使われた．その際に，急きょ建てられた

住居や病院，学校等は，ほとんど使用されることなく終

わり，製錬開始直後の混乱ぶりが表れている．また，大

正末から昭和中期には農地として使用されたが，昭和４５

年に無人島となり，現在に至る．

明治２８年からの島のあゆみを表２１にまとめた．住宅地

として使用したのは，製錬所を四阪島に移転し操業を開

始した直後の明治末期である．当初美濃島での住宅敷地

確保が困難となり，明治３９年９月，急きょこの明神島を

開拓し仮小屋７００戸と諸設備の建設工事に着手し，翌４０

年５月に完成した（図４５）．これらの工事にかかった費

用は，約６万５千円．この明神島に移住した人々は，小

蒸気船高尾丸が曳く艀船に乗って海を渡っていた．明治

時代の明神島の図にある四阪神社は，明治４２年１０月２３日

に弓削村大字佐島神社に奉られた．美濃島では，明治４２

年１月にようやく住宅が完成し，この島の仮小屋で住ん

でいた人々は，美濃島の住宅へと移りはじめ，明治４２年

末には移転を完了する．２１１）

この明神島には，学校が建設されていた．明神島の分

教場の設立認可は，明治４１年３月５日であるが，１年後

の明治４２年３月には，開場に至らず廃止される．そして

さらに１年後の明治４３年４月３０日，この分教場建物が美

濃島に移築され，落成となる．２１２）

大正末期には，農園を設置することとなり，９戸の農

家が居住することとなった（図４６）．居住した農家は，

新居浜よりも周桑出身の人が多かった２１３）．島を開墾し，

美濃島に住む人々に，育てた農作物を供給したり，この

島の植林や間伐などの手入れを行ったりしていた．昭和

１１年には海水浴場を開設し，水泳大会などが盛んに行わ

れた（写真１７２）．そのため，夏休み中は，渡海船が毎日

何回も往復していた．昭和１２年には，箱崎公園が開設さ

れ桜や梅がたくさん咲き，島外からの見物客も多かっ

た．戦中・戦後の食糧難時代は，あらゆるところを開墾

し耕作面積も１２～１３町と増加して限界にきていた．その

様子は，島の一部が写っている写真３７でもわかる．終戦

後，農地改革に対応して小作人が，嘱託従業員として採

用される．２１４）

明神島で生まれ育った人は，当時の暮らしを次のよう

に語ってくれた．「明神島から見る家ノ島と美濃島の夜

景は格別でした．無数の明かりが海面にも映り，波に揺

れてとてもきれいでした（写真１７３）．不夜城のような家

ノ島・美濃島とは対照的に，ここ明神島は電気もなく真

っ暗でした．最初はランプを使い，次にガス灯が入りま

した．夜，勉強する時に明かりがもれないよう，机の四

方を囲っていたので，よく鼻の穴が煙で真っ黒になった

ものです．その後，１０w のバッテリーを買ってもらい

ましたが，すぐ放電していました．そのため，朝，美濃

島に着いたら会社まで持っていき，学校が終わるまでに

充電してもらい，夕方それを持って明神島へ帰っていま

した．島では，９戸の農家が農作物を作っていました

が，それは主に野菜でした．大根，人参，ゴボウ，芋，

ナス，スイカ等，季節のものはたいてい揃っていまし

た．他にも，果物や麦，粟，キビ等も作っていました．

戦時中は，増産のため公園までも畑にしていました．毎

朝，大人が手こぎの船をこいで，美濃島まで野菜を売り

に行きます．その船に私たち子どもも乗って，美濃島の

学校へ通っていました．波のあまりない日は３０分くらい

で着きますが，船に乗っている間も勉強です．波の高い

日は４５分くらいかかり，カバンも服も皆びしょぬれにな

っていました．台風が来たら船が出せないので，３日く

らい学校を休むこともありましたが，勉強が遅れるのが

嫌で，父に船を出してと言って，よく困らせていまし

た．家に帰ると，水汲みが子どもの仕事です．ため池の

水は，お風呂や野菜洗いに使い，井戸の水は，飲み水に

使っていました．９戸の農家は２班に分かれていて，お

年 事 柄

明治２８年
２９年９月
４０年５月
４２年１月
４２年末

大正１２年１０月
１３年１月
１３年４月
１４年９月

昭和１１年
１２年頃
３９年
４１年
４３年
４５年

弓削村大字下弓削及佐島村民より島を買収
島を開拓し仮小屋７００戸と諸設備の建設工事に着手
仮小屋及び諸設備完成，移住開始
美濃島埋立工事及び住宅建設完成後，大多数が明神島を離島
全員明神島を離島
（仮小屋跡で杉山秀吉が野菜を栽培し，美濃島に供給する）
農園設置により，６戸の農家が入島，居住開始
１戸入島
１戸入島
１戸入島
（９戸の農家が農作物を栽培し，美濃島に供給する）
海水浴開設
鶯谷公園，箱崎公園開設
３戸退島
１戸退島
３戸退島
２戸退島後，無人島となり現在に至る

表２１ 明神島のあゆみ 別子銅山記念館所蔵資料より作成

図４５ 明神島（明治４０年５月）別子銅山記念館所蔵資料より作成
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風呂の水汲みは，その班の中で交替でしていました．電

気と水には苦労したので，母は今でも洗顔に使う水も，

ほんの少ししか使いません．習慣が体に染みついてしま

ったのでしょう．昭和中期以降，今治や新居浜から野菜

を売りに来る人が増え，明神島の野菜が完売しなくな

り，島を離れることになりました．（写真１７４）２１５）」

昭和３９年１月，明神島の農家も次第に退島をはじめ，

昭和４５年１０月ついに無人島となり，現在に至る２１６）．

お わ り に

私がこの四阪島に初めて来たのは，平成６年である．

転炉とカラミ電車をどうやって博物館まで運搬するか，

その打ち合わせであった．四阪島へ行く船中，どのくら

い眠ったかふと目が覚めると，いきなり目の前に四阪島

が現れていた．高くそびえ立つ煙突，目の前に迫る�の
断崖，緑の木々の間に見え隠れする社宅跡．そのどれも

が迫力であった．あれから数年が過ぎ去った現在も，四

阪島は変わることなく同じ顔で迎えてくれる．四阪島で

行った調査では，３２項目において産業遺産の残存を確認

した．海を隔てた孤島だったことが幸いし，明治時代の

ものもいくつか残っている．

産業関連では，明治時代のキューポラやロコジフクレ

ーン，大傾斜軌道，�等，そして大正時代の海底ケーブ
ルや大煙突，受鉱庫等が残っていた．その中でも，明治

大正期に使われた，住友独特の当吹炉であるキューポラ

の一部を確認でき，古記録と照合できたことが良かっ

た．これを含めて，四阪島の製錬における錬銅工程の変

遷について，当吹から酸性転炉，GF 転炉，PS 転炉へ

と移行した過程の詳細を，ほぼ明らかにすることができ

た点が，最も大きな収穫であった．

生活関連では，日暮別邸，病院，旅館，寺，小学校

等，明治時代の建物を確認するとともに，多くの方から

聞き取りを行うことができ，島の生活状況を知ることが

できた．他鉱山と同様の長屋社宅で，ほとんど一家族１

～２部屋であったこと，島では真水が湧き出ないため潮

風呂であったこと等，一見辛い生活のようにも思える

が，その当時の生活を語る人々の表情は明るく，とても

懐かしそうであった．そして，聞き取り調査で感じたこ

とは，四阪島に住んでいた人々の絆が深いということで

ある．現在もその人々の交流は盛んであり，「島に住む

人全員が，家族のようなものでした．」という言葉が，

とても印象的であった．

現在，四阪島はリサイクル工場が稼働しており，従業

写真１７４ 美濃島から見た明神島（昭和３０年）田中昌一氏提供

図４６ 明神島（大正末期）別子銅山記念館所蔵資料より作成

写真１７２ 明神島での水泳大会（昭和１２年頃）田中昌一氏提供

写真１７３ 四阪島夜景 別子銅山記念館提供

� 村 久美子

―８３―



員が新居浜からの専用船で通勤しているのみで，一般の

人が自由に四阪島へ立ち入ることはできない．この四阪

島への社会見学がもし可能になれば，もっと多くの人が

産業遺産に触れる機会をもつことができる．また，学校

で郷土の歴史や産業技術の発達を学ぼうとするときも，

この四阪島への社会見学は大変有効であると思う．ここ

には，現地で感じとれる迫力がある．行政側も企業に産

業遺産の保存メンテナンスを期待するだけでなく，地域

をあげて協力していく体制が必要であるということを改

めて考えさせられた．
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６８）高木俊雄氏による
６９）近藤清氏による
７０）田中昌一氏による
７１）後藤美廣氏，露口誠一氏による
７２）日本の鉱山 p２７２
７３）現在の住友金属鉱山�精銅工場
７４）日本産銅業史 p９７
７５）日本産銅業史 p９９
７６）別子銅山記念館所蔵資料「四阪製錬所」
７７）日本産銅業史 p２８５
７８）徳重博昭氏による
７９）別子銅山記念館所蔵資料「四阪製錬所」
８０）日本産銅業史 p２８４
８１）別子銅山記念館所蔵資料「四阪製錬所昭和期」
８２）愛媛新聞掲載記事Ｓ１８．１．１５
８３）別子銅山記念館所蔵資料「四阪製錬所昭和期」
８４）別子銅山記念館所蔵資料「四阪製錬所昭和期」
８５）住友金属鉱山�別子事業所総務部による
８６）別子銅山記念館所蔵資料「四阪製錬所昭和期」
８７）徳重博昭氏による
８８）別子銅山記念館所蔵資料「四阪製錬所昭和期」
８９）別子銅山記念館所蔵資料「四阪製錬所」
９０）徳重博昭氏による
９１）住友金属鉱山�別子事業所東予工場による
９２）朝日新聞掲載記事Ｓ５７．８．２５
９３）住友金属鉱山�別子事業所総務部による
９４）後藤美廣氏による
９５）別子銅山記念館所蔵資料「四阪製錬所雑録」
９６）別子銅山記念館所蔵資料「四阪製錬所雑録」
９７）宮本直俊氏による
９８）宮本直俊氏による
９９）住友金属鉱山�所蔵資料「四阪島のあゆみ」
１００）住友金属鉱山�別子事業所四阪工場による
１０１）田中昌一氏による
１０２）後藤美廣氏による
１０３）住友の四阪島と四坂郵便局
１０４）住友金属鉱山�所蔵資料
１０５）別子銅山記念館所蔵資料「四阪製錬所雑録」
１０６）朝日新聞掲載記事Ｓ５７．８．２６
１０７）田中昌一氏による
１０８）後藤美廣氏による
１０９）上垣起一氏による
１１０）後藤美廣氏による

１１１）山村文化２１号
１１２）後藤美廣氏による
１１３）後藤美廣氏による
１１４）佐原光蔵氏による
１１５）田中昌一氏による
１１６）別子銅山記念館所蔵資料「四阪製錬所雑録」
１１７）別子銅山記念館所蔵資料「四阪製錬所雑録」
１１８）伏見愛夫氏による
１１９）後藤美廣氏，高木俊雄氏による
１２０）産業遺産ガイドマップ
１２１）住友史料館による
１２２）続住友回想記
１２３）別子銅山記念館所蔵資料「四阪製錬所雑録」
１２４）上垣起一氏による
１２５）上垣起一氏による
１２６）後藤美廣氏による
１２７）別子銅山記念館所蔵資料「四阪製錬所」
１２８）後藤美廣氏，高木俊雄氏による
１２９）朝日新聞掲載記事Ｓ５７．８．１９
１３０）朝日新聞掲載記事Ｓ５７．８．１９
１３１）山村文化２１号 p５
１３２）宮本直俊氏による
１３３）別子銅山記念館所蔵資料「四阪製錬所雑録」
１３４）朝日新聞掲載記事Ｓ５７．８．２０
１３５）後藤美廣氏による
１３６）後藤美廣氏，高木俊雄氏による
１３７）佐原光蔵氏による
１３８）住友金属鉱山�所蔵資料「四阪島のあゆみ」
１３９）後藤美廣氏による
１４０）田中昌一氏による
１４１）山村文化２１号
１４２）歓喜の鉱山 p７３
１４３）関谷泰平氏による
１４４）佐原光蔵氏による
１４５）愛媛県史地誌東予西部 p６９７
１４６）後藤美廣氏による
１４７）佐原光蔵氏による
１４８）朝日新聞掲載記事Ｓ５７．８．１９
１４９）高木俊雄氏による
１５０）山中カヨ子氏による
１５１）宮本直俊氏による
１５２）宮本直俊氏による
１５３）宮本直俊氏による
１５４）佐原光蔵氏による
１５５）後藤美廣氏による
１５６）宮本直俊氏による
１５７）宮本直俊氏による
１５８）関谷泰平氏による
１５９）住友金属鉱山�所蔵資料「四阪島のあゆみ」
１６０）後藤美廣氏による
１６１）住友金属鉱山�所蔵資料「四阪島のあゆみ」
１６２）別子銅山記念館所蔵資料「四阪製錬所」
１６３）後藤美廣氏による
１６４）歓喜の鉱山 p７１
１６５）佐原光蔵氏による
１６６）佐原光蔵氏による
１６７）愛媛県史地誌東予西部 p６９３
１６８）後藤美廣氏による
１６９）山村文化第２１号 p１６
１７０）歓喜の鉱山 p７２
１７１）関谷泰平氏による
１７２）住友金属鉱山�所蔵資料「四阪島のあゆみ」
１７３）田中昌一氏による
１７４）別子銅山記念館所蔵資料「四阪製錬所」
１７５）宮窪町役場住民生活課所蔵資料
１７６）別子銅山記念館所蔵資料「四阪製錬所大正期」
１７７）住友別子鉱山史 p１０９
１７８）後藤美廣氏による

� 村 久美子

―８５―



１７９）住友金属鉱山�所蔵資料
１８０）田中昌一氏による
１８１）山中カヨ子氏による
１８２）別子銅山記念館所蔵資料「四阪製錬所雑録」
１８３）伏見愛夫氏による
１８４）別子銅山記念館所蔵資料「四阪製錬所雑録」
１８５）佐原光蔵氏による
１８６）関谷泰平氏による
１８７）関谷泰平氏による
１８８）関谷泰平氏による
１８９）関谷泰平氏による
１９０）関谷泰平氏による
１９１）関谷泰平氏による
１９２）宮本直俊氏による
１９３）創立五十周年を迎えて別子学園四阪島学校 p１３
１９４）伏見愛夫氏による
１９５）学校沿革史抄四阪島小学校・中学校
１９６）別子銅山記念館所蔵資料「四阪製錬所大正期」
１９７）愛媛県史地誌東予西部 p７０４
１９８）朝日新聞掲載記事Ｓ５７．８．１３
１９９）田中昌一氏による
２００）関谷泰平氏による
２０１）山村文化２１号 p２２
２０２）学校沿革史抄四阪島小学校・中学校
２０３）山村文化第２１号 p２２
２０４）後藤美廣氏による
２０５）別子銅山記念館所蔵資料「四阪製錬所雑録」
２０６）後藤美廣氏による
２０７）佐原光蔵氏による
２０８）後藤美廣氏による
２０９）別子銅山記念館所蔵資料「四阪製錬所雑録」
２１０）別子銅山記念館所蔵資料「四阪製錬所雑録」
２１１）別子銅山記念館所蔵資料「四阪製錬所雑録」
２１２）学校沿革史抄四阪島小学校・中学校
２１３）伏見愛夫氏による
２１４）別子銅山記念館所蔵資料「四阪製錬所雑録」
２１５）山中カヨ子氏による
２１６）別子銅山記念館所蔵資料「四阪製錬所雑録」
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